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社会㈉⊩ 

▶ऀճ߫ݛ概要─────────────────────────── 

ジェンダー研究所所଒研究者は、行੕ؽ関が開催する஋女共ಋࢂ画関࿊࠴ߪのࢥߪを୴当したり、ϟ
デΡΠの専໵ՊखࡒにԢじるなど、研究成果の社会還元にखりૌΞでいる。2022 年度もオンラインなら
びに対面のߪԍ会でのߪԍや֦झϟデΡΠのखࡒ対Ԣなど、ジェンダー研究の成果を੷ۅ的に発信した。 

˛ք֐機ؖডᡊߪԍ౵ 
ਅⅰᒉ（教द） 
 コンラーχΠデナウΠーࡔ஄ Asian Women Parliamentarian Caucus Meeting, Substantive Representation of 

Women by Parliamentarians in Asia—A Comparative Study ड़൝ى念ワークシϥップ、報告ٶびパネルϠデϪ
ーター  

 ؘ国Ҝ҈෌໲ୌ研究所 2022 年専໵ՊフΧーラム「日本܋Ҝ҈෌໲ୌの໲ୌԿʗʗ共ଚへの模索」第̐
部ラウンχτーϔル「日本܋Ҝ҈෌「໲ୌ」は຿ककٝ」パネリスト、2022 年 8 ݆ 29 日 

 ΠϟリΩ੕࣑学会क催 Asia and Pacific Political Science Research and Publication Conference ϟンターٶび
コϟンτーター、バンコク、2022 年 7 ݆ 21ʛ24 日 

 ؘ国ジェンダー๑学会・ジェンダー੕࣑研究所क催、第 29 յジェンダー๑ϔランο「Ϧイχ MeTooʗʗ
੕࣑྘Үの構ଆ的特徴とϐΦラルΫを௔える」パネリスト、2022 年 5 ݆ 27 日 

˛ ଠ大学Ώ研究機ؖͲのߪԍ౵ 
ਅⅰᒉ（教द） 
 آ手大学 ช部Ռ学঴ダイバーシτΡ研究ڧ؂実ݳイωシΠοϔ（女੓リーダー育成型）事業「I.W.A.T.E. 

̏in 3 女੓リーダー৮ഔଁプラン」Ϋックオフシンポジウム基調ߪԍ「グローバルな࠴ࢻからݡた日本
のダイバーシτΡ推進と女੓リーダー育成の՟ୌ」、2023 年 3 ݆ 13 日 

 上ஒ大学 プロフェシϥナル・スタデΡーθ 2022、࠴ߪ 年 11 ݆ 28 日 

 ܜጱ大学 国際ワークシϥップ「Gender and Political Representation in Asia and Beyond」、コϟンτーター、
2022 年 11 ݆ 25ʛ26 日 

 ஓీྚ 基൭研究 B 䛄ݩܨ的֕念としての「ポジシϥナリτΡ」の発展的研究ʳ研究会 ডᡊ報告 
2022 年 6 ݆ 11 日 

 ཱི教大学 Modern Japanese History ΰストٝߪ（ӵޢ）「Women in Japanese Politics: A Comparative 
Perspective」、2022 年 6 ݆ 10 日 

大ܛ࢛ڰ（०教द） 
 ౨ښ女子大学大学Ӆ ਕ間Ռ学研究Ռ ਕ間社会Ռ学専ߊ グローバル共ਫ਼社会෾໼क催 ౨ښ女子大学

大学Ӆセミナー「ジェンダーࢻ఼によるݳେ中国研究の動޴」、2022 年 10 ݆ 21 日 

˛ ஋女ڠಋࢂժセンターΏ N3O ๑ਕ౵Ͳのߪԍ 
ਅⅰᒉ（教द） 
 ౣཱིࠞݟ஋女共ಋࢂ画センターあすてらす、あすてらす国際女੓ウΡーク基調ߪԍ「女੓٠員はなͧଁ

えないʃどうଁやすʃʛঀ外国のखりૌみから学΁੕࣑෾໼における஋女共ಋࢂ画ʛ」、2023 年 3 ݆ 3 日 

 ෳԮࢤ஋女共ಋࢂ画推進センター・ΠミΩス「੕࣑෾໼における஋女共ಋࢂ画についてʛଡ༹な੢を੕
に届けて฽らしを๝かにʛ」、2022࣑ 年 12 ݆ 17 日 

 After MeToo 上ӫ会 ΰストトーク、ෳౣ2022、ࢤ 年 11 ݆ 12 日 
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 ౞௣ࢤ஋女共ಋࢂ画ネットワークnϪμナn 第 28 յ౞௣ࢤ஋女共ಋࢂ画推進フΧーム、̐յフΧーラム
「ਫ਼活者目તで考えよう ੕࣑とஏҮの՟ୌ」、2022 年 10 ݆ 8 日 

 ಉく女੓のਕݘセンターいこ˓る Ոの࠴ߪ 「オジγン੕࣑をशΚらせるためにʛパリτ実ݳに޴け
て、今、ࢴたちにできること」、2022 年 7 ݆ 31 日 

 ୈ౨ཱིۢ஋女ฑ等推進プラδ「はͻたき̐̏」क催 ஋女ฑ等ࢂ画推進࠴ߪ「もっとஎろう੕࣑のこと
ʛ女੓がࢂՅするとこうรΚるʛ」、2022 年 7 ݆ 30 日 

 もりおか女੓センター「஋女共ಋࢂ画ु間もりおか展 2022」基調ߪԍ「nࢴ|の Voice からnࢴ|の Life へ
ʛなͧ女੓の੕ࢂ࣑画がචགྷなのかʛ」、2022 年 6 ݆ 18 日 

本ࢃԟࢢ（ಝ೜リγーοフェロー） 
 NPO ๑ਕϒースデポ「第 8 յ୦܋ඍ・ฑ和基ેߪ「࠴ߪԍ「フェミωストฑ和研究が໲うてきたもの」

2022 年 12 ݆ 17 日 

˛ ஏ๏ޮڠ஄ର஋女ڠಋࢂժۂࣆ΃のࢂ༫ 
ਅⅰᒉ（教द） 
 ฎݟށ໎੶ࢤ「ジェンダーฑ等の実ݳに関するݗ౾会」җ員（2021 年 12 ݆ʛ2022 年 6 ݆） 

˛ N3O  ༫ࢂ΃のۂࣆ

ਅⅰᒉ（教द） 
 女੓੕࣑リーダーを཈成する一ൢ社஄๑ਕ「パリτ・ΠΩデミー」（Academy for Gender Parity）共ಋେන。

一ൢ޴けオンライン࠴ߪやߪԍ会を企画・開催。 

˛ ৿ซ౵ࣆى΃のαϟンφ఑ڛΆ͖ 

ਅⅰᒉ（教द） 

 ̡ NEWS PICKSʳ2022 年 4 ݆ 18 日「ɹ 新ਦ解ʵ日本がؘ国にൊかれたこと、ൊかれてないこと」 

 ̡ ຘ日新ซʳ2022 年 4 ݆ 29 日「࿨఼ フェミωθムのݳ在ஏ「ؘ国、ऑ年女੓が੕࣑に」」 

 ̡ ౨ښ新ซʳ̡ 中日新ซʳ2022 年 4 ݆ 29 日「特報部 ޫึ者は外ݡでમͻれているʃ」 

 ̡ ΀͒みΞ Nro.3320（2022 年 5 ݆ 25 日）「˖申ⅰᒉさΞにซく ؘ国大౹྘મڏと日本の次の٠ࢂӅમڏ 
もう女੓たちの੢はໃࢻできない」 

 ̡ ௉日新ซʳ2022 年 6 ݆ 1 日「੕࣑の੊ֆ எることから」 

 TBS ラジオʲ԰上οΫ・Session 2r022 年 6 ݆ 22 日「԰上οΫ・Session_特ॄ「٠ࢂӅમڏがきΒうޮࣖ。
女੓とऑ者の੕ࢂ࣑Յのためにいま、Ձがචགྷか」೵ᑏ౩子ʹ申ⅰᒉʹ԰上οΫ」 
https://www.tbsradio.jp/articles/56005/ 

 ̡ ੤日本新ซʳ2022 年 7 ݆ 12 日「「٠৖に女੓を」ಕൔͻ」 

 ̡ ౨ښ新ซʳ2022 年 7 ݆ 12 日（̏面）「女੓当મ 35 ਕ 過去࠹ଡ સରで̒෾の̏ࢯまり」 

 ̡ ౨ښ新ซʳ2022 年 7 ݆ 12 日（̑面）「ޫึ者内の女੓ׄ合˼当મ者内の女੓ׄ合 ֦ౚでܑ޴ 女੓٠
員଀へのϐント」 

 TBS ラジオʲ԰上οΫ・Session 2r022 年 7 ݆ 14 日「ɹ Խ੢ഓ信ʵ特ॄ「ࢂӅમをきっかけにրめて考える
女੓の੕ࢂ࣑画」ࢀӞまりʹ申きよΞʹӮీՈཔʹ԰上οΫʹೈ部߁ඔ」 
https://www.tbsradio.jp/articles/56865/ 

 ̡ 日本ࡃܨ新ซʳ2022 年 7 ݆ 18 日「ࢂӅમ、女੓当મ者਼が過去࠹ଡ」 
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資ྋ 
 

 
ᶅ 構成ϟンバー 
ᶆ 研究プロジェクト一ལ 
ᶇ 協力研究者一ལ 
ᶈ シンポジウムōセミナー一ལ 
ᶉ رଅਦॽ一ལ 
ᶊ ు子Կイϗント一ལ 
ᶋ 国ཱི大学๑ਕお茶の水女子大学 

ジェンダー研究所規則 
ᶌʲジェンダー研究ʳฦॄ方ਓ・ 

౦ߚ規定 
ᶍ ジェンダー研究所ウェϔγイト  

プライバシー・ポリシー 
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 ̡ f visionsʳno.5（2022 年 7 2022（ߺ݆ 年 7 ݆ 20 日「੕࣑にうΞ͡りしている৖合じΎないࢴたちʛ日本
とؘ国のમڏから考える」 

 ̡ PRESIDENT Online 2r022 年 7 ݆ 28 日「ؘ国に大ࠫをつけられ 116 Ғ…日本のジェンダーάϡップがŊ12
年઴のϪϗルに"後ୂ"したŋワίʁŊ外国がئ௃っているからஙれてݡえるだけŋはウλだった」 
https://president.jp/articles/-/59839 

 ̡ PRESIDENT WOMEN Onlineʳ2022 年 7 ݆ 28 日「ؘ国に大ࠫをつけられ 116 Ғ…日本のジェンダーάϡ
ップがŊ12 年઴のϪϗルに"後ୂ"したŋワίʁŊ外国がئ௃っているからஙれてݡえるだけŋはウλだった」 
https://president.jp/articles/-/59983 

 τϪϑ௉日ʲτϪϟンタリー2022（Youtube）r 2022 年 7 ݆ 30 日「「女੓٠員がଁえない国で」オトコ社会
のમڏにேΞだى࿧ʛ「ϜϜでもできる」つらͷいた」（インタϑϣー） 
https://www.youtube.com/watch?v=Aneney6B6Sk 

 ̡ Christian Sciencs Monitorʳ2022 年 8 ݆ 23 日「Female candidates_ Japanese women push to change political 
landscape」 

 ̡ 日本ࡃܨ新ซ ు子൝ʳ2022 年 8 ݆ 29 日「Ԧธ੕ݘで女੓གྷ৮૮次͛」 
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO63773680W2A820C2TY5000/ 

 ̡ 中日新ซʳ2022 年 9 ݆ 4 日「ଁえない女੓٠員 クオータ制 ٠࿨進΋か」 
https://www.chunichi.co.jp/article/539008 

 ̡ ౨ښ新ซʳ2022 年 10 ݆ 17 日「子育てしながらஏ方٠員目指す฾਎、Ԣ援します ౹一ஏ方મのཱིޫึ
者ูॄ、ϚランτΡΠも」https://www.tokyo-np.co.jp/article/208677 

 ̡ The Japan Timesʳ2022 年 10 ݆ 17 日「Project aims to help mothers run in Japan's local elections next year」 
https://www.japantimes.co.jp/news/2022/10/17/national/politics-diplomacy/mothers-local-elections-support-project/ 

 ̡ ಉく女੓の৚報誌 いこ˔る vrol.66（2022 年 10 をशΚらせる࣑オジγン੕」࠴ߪいこ˓るՈの」（ߺ݆
ために」ʛパリτ実ݳに޴けて、今、ࢴたちにできること（ٝߪ࿧）」 

 ̡ 共ಋ௪信 ౨ྡྷޔښ඲࿨  ॄ ࣟ者・ى者のࢻ఼ 2r022 年 10 Պࣙらがรַ࣑ඬ「ਁ会⻑ࣛ任」஋੓੕ࢻ」݆
を ٺがれるクオータ制導೘」 

 ̡ AfterMeToo 上ӫ会ˑෳౣパンフʳ2022 年 11 ݆ 11 日「ӫ画「AfterMeToo」とのड़会い」 

 ̡ 日本ࡃܨ新ซ ు子൝ʳ2023 年 1 ݆ 9 日「Z ੊େの女੓、੕ࢂ࣑画߁がる「ࢴも୯かのس๮に」」 
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD091RU0Z01C22A2000000/ 

 ̡ 信ೳຘ日新ซʳ2023 年 1 ݆ 22 日「女੓٠員ଁへ どう「ป」解ভ」 
https://www.shinmai.co.jp/news/article/CNTS2023012100816 

 ̡ 共ಋ௪信ʳ̡ Ѭඦ新ซʳ̡ ੫Ԯ新ซʳ̡ 信ೳຘ日新ซʳ̡ ෳౣ຿༓ʳ̡ ෳҬ新ซʳ̡ ཨ日日新ซʳ̡ࢃ Ἔ৕新ซʳ
ʲ޳ࢃ新ซʳΆか 2023 年 3 ݆ 4 日「౐ಕැ٠ݟ会調査 ύラスϟントಢࣙ対ࡨ 3 ׄ」 

 ̡ 中国新ซ SELECTʳ2023 年 3 ݆ 7 日「女੓の੕࣑進ड़ ྮ୸ʃஏ方٠会」 

 ̡ The Japan Timesʳ2023 年 3 ݆ 8 日「Would gender quotas for lawmakers work in Japan」 
https://www.japantimes.co.jp/news/2023/03/08/national/social-issues/gender-equality-politics-quotas/ 

 ̡ ౨ښ新ซʳ2023 年 3 ݆ 31 日「子育てમڏ ୙ࣉのป」https://www.tokyo-np.co.jp/article/241182 
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